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光ディスクドライブ取扱説明書
－スーパーマルチドライブ（DVD ± R 2層書込）－

C79982000

このたびはシリアル ATA仕様のスーパーマルチドライブ（以降、本ドライブ）
をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

本書には、本ドライブの適応メディアや各部の名称などを記載しています。

光ディスクドライブに関する注意や基本的な使い方などは、コンピューターに
添付の『ユーザーズマニュアル』に記載しています。あわせてお読みください。

● 取り扱いについて：
「製品保護上の注意」

● 注基本的な使い方、注意事項などについて：
  「コンピューターの基本操作」－「光ディスクドライブを使う」　　

適応メディア

本ドライブで使用可能なメディアの種類と、本ドライブでの読み込み /書
き込みの最大速度は、次のとおりです。

書き込みは、使用するメディア側の対応速度の範囲内で行ってください。
また、メディア側で対応していても、本ドライブの最大速度を超えての書
き込みはできません。

メディアの種類 読み込み速度 書き込み速度

CD メディア CD-ROM 40 倍速 

CD-R 40 倍速 40 倍速 

CD-RW 40 倍速 32 倍速（書き換え）

DVD メディア DVD-ROM  16 倍速

DVD-ROM DL 12 倍速

DVD ± R 16 倍速 16 倍速

DVD ± R DL 12 倍速 　8 倍速

DVD-RW 12 倍速 6 倍速（書き換え） 

DVD+RW 12 倍速 8 倍速（書き換え） 

DVD-RAM 12 倍速  12 倍速（書き換え） 

カートリッジに収納されている DVD-RAM メディアは、カートリッジ
から取り出せない場合、本ドライブで使用できません。カートリッジ
から取り出せる場合は、使用できます。



PD/DH-16AAS
09.07.10（ED）

▲
  各部の名称と働き

本ドライブの各部の名称と働きは、次のとおりです。

＜前面パネル＞

＜背面パネル＞

● インタフェースコネクター

シリアル ATAケーブルを接続します。

● 電源コネクター

コンピューター内部の周辺機器用電源ケーブルを接続します。

● イジェクトボタン
	 コンピューターが起動している
　ときに押して、　ディスクトレー
　の開閉を行います。

● イジェクトホール
ディスクトレーが開かないときに使用
します。通常は使用しないでください。

● ディスクトレー
メディアをセットします。

● アクセスランプ
ドライブへのアクセス時に
点滅します。


